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日本赤十字社 沖縄支部 835-1177
恩納村役場 福祉課 966-1207

■ 日本赤十字社活動資金納入の
　 ご協力について
　新型コロナウイルス感染症が確認されてから2年余りが
経ち、人々の生活や経済への影響が長期化しております。
この新型感染症に対し、日本赤十字社でも総力を挙げ対
応しており、感染者に対する医療の提供、ウイルスがもた
らす不安・偏見・差別をなくすため啓発活動を継続してお
ります。沖縄県支部においても「県コロナウイルス感染症
対策本部」に医師や事務員を派遣、さらにあらゆる災害へ
迅速に対応できるよう努めるとともに、赤十字の組織力を
効果的かつ最大限に活用し、社会のニーズの変化や地域
の期待に応えられるよう、事業を実施しております。
　５月は赤十字へのご理解とご協力をお願いし、年間５００円
以上をご支援していただく方を募集する月間です。
　本年も恩納村民の皆様には赤十字の人道的事業をご
理解とご協力いただき、世界の平和と人類の福祉向上の
一翼を担ってくださいますようお願い申し上げます。

■ HiSci Lab
　3月25日～26日に、県内の理系女子高校生を対象とした
「HiSci Lab2022」が恩納村内で開催されました。HiSci 
Labは、将来、科学分野への進路選択を支援するワーク
ショップで、今回は35名の女子高生が参加しました。
　女性科学者からのキャリアトークから始まり、「沖縄=長
寿？健康長寿の秘密を解明せよ！」をテーマに、産業界や
学術界からのスペシャリストが、最先端の科学の知見を盛
り込んだ講義や実習を提供。沖縄の健康長寿について、リ
ケジョの脳を刺激するプログラムとなりました。次回も面
白いテーマで、HiSci Labを開催します。興味のある方
は、奮ってご参加ください！

村民課 ９６６-１２０５

■ ハブ咬症注意報！！
　沖縄県には、猛毒を有するハブが生息し、年間６０人～
７０人のハブ咬症患者が発生しております。
　気温が暖かくなるとハブの行動が活発になり、加えて
農作業や行楽等で田畑や山野への出入りが多くなるこの
時期に、ハブ咬症被害も多く発生しております。
　ハブによる咬症被害は、私たちの注意によって未然に
防止することができます。
　草刈りやネズミの駆除など敷地内の環境整備を行い、
ハブが生息・侵入しにくい環境を整えましょう。
　また、田畑や山野、草地等への出入りや夜間に歩行する
際には十分に注意するよう心がけましょう。
　もし、ハブに咬まれた場合は、激しい動きをしないで、
身近な人に助けを求め、早急に医療機関で治療を受け
ましょう。

■ ウクライナ支援寄付金の贈呈
　3月31日、OIST事務職員でウクライナ出身のオクサナ・
ブルドゥジャンさんへウクライナ支援寄付金を贈呈しまし
た。寄付金は村議会と村職員より寄付を募ったもので、オク
サナさんは「安全な沖縄から母国へ支援ができ大変嬉し
い。皆さんからの支援本当にありがとう」と話しました。この
寄付金はOIST財団が設立した「ウクライナ科学者及び学
生支援基金」を通して、現在OISTに在籍しているウクライ
ナ人学生や職員に対する支援を行うために使用されます。

■ 合同相談のお知らせ
日時…５月１８日（水）午前１０時～１２時／午後１時～３時
最終受付は２時３０分
相談内容…法律上の困りごとや暮らしの中の困りごとと、
人権に関することなど
場所…恩納村役場 ３階
予約開始…５月１１日（水）総務課窓口または電話
●限られた時間で相談できるよう、あらかじめ相談内容の
　要点をまとめておいてください。関係書類がある場合
　はお持ちください。
●新型コロナウイルス感染症の状況により中止となる場
　合があります。中止等につきましては、村ホームページ
　にてお知らせいたします。
総務課 ９６６-１２００

■ マイナンバーカードの休日受け取り
日時…５月１５日（日） 午前８時４５分～午後５時
場所…村民課窓口
予約締め切り日…５月１１日（水）
●マイナンバーカードに関する手続きは予約制です。
　ご希望の方は必ずお電話にて予約をお願いします。

村民課 ９６６-１２０5
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